
無落雪(Ｍ形)屋根設計施工基準 
 

 

第１条 適用の範囲 

北海道地域で無落雪屋根（本基準において、屋根面の内側に勾配を持ち屋根の中央付近

に設けた横どい及びこれに連結した縦どいにより雨水等を処理するＭ形状のものをいう。）

を用い、まもりすまい保険の保険申込を行う住宅においては、まもりすまい保険設計施工

基準第７条第１項、同第２項四号、第８条第１項、同第２項、同第３項及び同第４項に替

え、本基準を適用する。 

 

第２条 無落雪屋根 

無落雪屋根の屋根部分は、次の各号に適合するものでなければならない。 

一、材質は、塗装溶融亜鉛めっき鋼板又は同等以上の耐久性を有する鋼板とする。 

二、ふき方は、立平ぶき若しくは、それらと同等以上の防水性能を有するものとする。 

三、横どいとの取り合い部は、つかみ込み又は垂れ下がり部分を溝板まで下げる、若

しくは、それらと同等以上の防水性能を有するものとする。 

四、パラペットを設ける場合の立ち上がりは、原則として水上部で120 ㎜以上とする。 

五、屋根勾配は、3/100～15/100 程度とする。 

六、シーリングは、次に示す適切な箇所に連続して施工する。 

①鋼板屋根ふき材を止め付ける釘打ち前の下処理部。 

②鋼板屋根ふき材を止め付ける釘頭等の露出部。 

③鋼板屋根ふき材の横どいへの折り曲げ部。 

④横どいと縦どいの接続部。 

⑤鋼板屋根ふき材からのパラペット等のハゼの立ち上げ部。 

⑥その他、漏水の可能性の高いところ。 

七、天井の上部は適切に断熱を行う。 

八、小屋裏は適切に換気を行う。 

九、たる木及び下張り合板等は、積雪荷重作用後においても屋根面の水勾配を確保で

きる仕様とする。 

２．横どいは、次の各号に適合するものでなければならない。 

一、材質は、0.4㎜以上の塗装溶融亜鉛めっき鋼板または同等以上の耐久性を有するも

のとする。 

二、谷幅は、300 ㎜を標準とする。 

三、勾配は、2/100以上とする。但し、工業製品の使用等により現場施工精度を確保で

きる場合は1/100以上とする。 

四、小口端部は、八千代折りとする。 

五、横どいを水上から水下にかけて途中で継いではならない。 

六、ドレーンキャップを設置する場合は、目づまりの生じにくいものを使用する。 



 

３．縦どいは、次の各号に適合するものでなければならない。 

一、直径100 ㎜以上かつ、地域の降水量に応じた直径・設置数とする。 

二、小屋裏等において原則として横引きをしてはならない。やむを得ず、横引きする

場合は雨水の排水に十分な勾配をとること。 

三、横どいとの連結部に損傷の生じるような力が生じない処置を講ずる。 

四、小屋裏では保温筒を施し、その他の部分では、断熱層の内側を配管する等、氷結

防止の措置を講ずる。床断熱工法の場合は、床下空間も同様の処置を講ずる。 

４．無落雪屋根には、屋根等のメンテナンスのための、階段、タラップ等を設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考図１ Ｍ形無落雪屋根の施工例（高断熱仕様） 

 

 

 

【横どい】
・0.4mm以上の塗装溶融亜鉛めっき鋼板
・といの勾配は2/100以上。

【縦どい】
直径100mm以上とし、小屋裏及び床下では保温筒等を巻く。

300mmが標準

目づまりに配慮した
ドレーンキャップ

【防湿気密フィルム】

100
3～15程度

積層プラスチック換気部材等を使用
して適切な小屋裏換気を行う。

【気流止め】

立ち上げ部の固定には、板金表面への釘打ちは
極力避けて、吊り子留め等の方法を採用する。

シ
ー
リ
ン
グ

必要に応じてオーバーフ
ロー管を設置する。

立ち上げ部の防水紙が破れない
ように保護することが望ましい。

【断熱材】

伸縮継ぎ手等を設置し、横どいと
縦どいの接続部の負荷を減らす。

【屋根ふき材】
・0.35mm以上の塗装溶融亜鉛めっき鋼板(立平ぶき)
・アスファルトルーフィング940
・下張り合板12mm

適切なハゼ倒しを行い、シーリングする。
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【小屋組み】
地域の積雪量に対応

高断熱化に伴い、横ど
いの下での通気が見込
めない場合は、小屋裏
をブロックに分けて適
切な換気を行う。
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